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機関誌『安全第一』に掲載された

蒲生俊文の識訳記事(二・完)

堀 口 良

解題

以下では、前号に続き、安全運動の推進団体として1917年(大正6年)
4丹に発足した安全第一協会において中心的役割を担っていた蒲生俊文

(1 883-1966年〉が、同協会の機関誌『安全第~Jlに発表した23本の記事

(論説記事10本および翻訳記事13本)のうち、主として海外の雑誌記事を翻
訳紹介した記事日本〈次ページの表を参照〉について、前田紹介できなかっ

た残り 8本の全文を紹介する O

R 伊d

-原文iま縦書きであるが、横書きに改め、また!日字体や繰り返し記号は一部改め

fこ。

・読み仮名のルビは省略したが、注釈的なルピは原文どおり再現した。また、誤

植と誰測される場合、〔ママ〕とルピを振った。

・原文にある挿絵は全て省略した。ただし、本文に関係ある留は、漂形のまま挿

入した。

-原文のページ数は、各ページの下部の( )内に示した0

・( )内は原文、( J内法堀口による注であるo
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近畿大学法学第54巻第2号

(r安全第一J第2巻第7号、 1918年7丹、所寂〕

事故の減少i芸能率の増進なり

法学士蒲生後文

セーフテイ、 77ースト エフイシエンシー

吾人が絶叫して居る安全第ーなる語と共に能率増進と云ふ語は本邦

に於ても大流行を或したので為る、然し能率増進を来さんとすれば先づ

安全第一で無ければならぬ、葱iこ合衆冨合金製鏑会社安全検査員エッ

チ、ピ一、へーン氏の記事を掲ぐるのは亦其罷の泊患の一部である C

セーフテイ、ムープメント

諸君は安全運動が知得に利益あり且つ必要であるかを考へたか、

人的勢力を保存して国民の進歩発達を来すが故iこ利益ありと云ひ、
エフイシエント

有 効なる満足すべき結果を成就するが故に必要なりと云ふのである。

注意深き研究によれば吾入は協同作業によって能率増進と成功とに達し

好況なる結果を来すものである。

事故訪止に於ける主要なる要素は制度である、組織である、却ち系統的

教育とか機械及び設備の保護装量である O

一般に入は自懐車が来ると其傑でとラリと身を駿はすとか電車や汽車が

来るか如何かーす見廻しもしないで線蕗を横切ることをするので、自分で

は安全な遣り方だと患って居る、而して葬儀屋と交渉を始めて居る事を知

らないで居る、同様に仕事をするにも多少考の無い不注意な遣り方をやっ

て居るのである、斯様な人々は充分物事に心を配って安全第ーの真の意味

を実現しなければいけない。

姦に襲う云ふ事がある、「シカゴjの『安全第一』協会の会員の一人が

沢山に事故のあった同市衛にて七

(29) 
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機関誌 F安全第-J，こ掲載された蒲生俊文の翻訳記事(二・完)

千七百七十九人の通行者を見て居たのに、道を横断するのに見てから通行

した人は比中七十人に過ぎなかった、此は同協会々員「ミンニ一、リツド

ルj夫人が昨秋カントン中部高等学校で学生に漬説した中に在った処であ

るO

然らば新ばかり多くの人が殺され、不具にされ、又践者にされるのは何

故であ色うと驚く訳はあるまい。

我が仲間に安全を雑持する吾々の方策を僅か挙げて見れば、

安全掲示板業務、破壊されたる保護眼鏡の表示、照明標、危険札、携帯

危険標、警標、各工場の安全隊、安全文学、事務研究、安全方法及び規員号、

職工長に対する賞状等である。

職工長を活動させる

此の目的の為めに吾入は F職工長安全龍率報告』を毎月作り北の中に時

間損失事故を掲げ凡ての職工長の名を上げ其比例階級及び分類を示すこと

にして居る。

事裁は其管理下にある人数に基いて定められる、此方法拡大変に職工長

を熱心にし職工長をして安全運動に活動せしめ好結果を来すに至った。

事故の原菌

凡ての時間損失又は其以下の負傷の原国の記録を作ってどれが増加する

かと云ふ事を知った、此に依って事故を最少限震に減少させる望を以て仕

事をする端緒を見出した。

負傷原因

一見〈百分率) 二足(百分率〉

眼 一九、一 一七、四

手工具 一九一ー一- 、一一」 一四、二

火傷
-L. 

-/、、 一一 、--

挫傷 四、四 八、 O

297 ( 68 )一



近畿大学法学第54巻第2号

墜落物
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遺報各工場事故国

吾人は毎週図を作って各工場の負場全体を表示し一言各工場罷の比較を

することが出来るやうにしてある、若し増加する処あれば直ちに之を工場

長及び職工長に報告し其工場が負傷の増加を示す故に漂菌の矯正及び排除

を研究させる事にして居る O

又此と同議なE表密解があって全工場の負傷を挙げ、依って以て毎朝吾

人辻工場全体としての増減を知る事が出来る。

葱に掲げたる処の留は我々の作り方を示すものであって、僅かに六工場

を挙げたに過ぎないが、大体観念を得るには充分であると信ずるのである O
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機関誌『安全第一jに掲載された蒲生俊文の欝訳記事(二・完)

(31) 

(r安全第-J第 2巻第8号、 1918年 9月、所収〕

工場衛生私論

法学士蒲生俊文

工場の安全第ーを期せんとするには其ー要素として工場の衛生状態を注

目し改善を為すことを必要とすること云ふ迄もない事である、工場勤務

者の良好なる鍵康状態、は時ち安全第ーの基礎であらねばならぬ、葱に紹

分する処のドクトルジエ一、エ一、カズンス氏の一説の如きも決して無

益のものであるまい無論合衆国としての立論で為るから其意を取って我

国に応用して見なければならなL、。

有も衛生と云ふ事に多大の注意をする人であるならば、工場に於て此を

実現するには多くの要素を考察する事が必要である、製造業者が真に健康
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近畿大学法学第54巻第2号

衛生と云ふ事に考を及ぼして来たのは此の再三年の事である、其れ迄は雇

主及び使用人自身も捷用入信康状態と云ふ事を余り注意するものは無った

のである、事故被害の減少を許るに当りても工場衛生と云ふ事には余り多

くの注意は払はれて居なかった、『安全第一』応用、機械的予防と云ふ様

なものは用ゐられたとしても、実は其時其事常に応じて行くべき人智を欠

いて居るのである O

世界の工業界に雇はれて居る人々を屈んで窟る状態は改正されなければ

ならぬと云ふ事になった、其越で保健協会代表者、工場検査官、労儀委員

等の其仕事に選任された人々が集まって立法行動によって匙が解決を企図

した、或程震迄彼等は成功したのである、然しi比は完全でなL¥我々は問

題を完全に解決する為めには単に立法手段を用ゐるばかりでなく衛生方法

につきて雇主及び捷黒人の双方を教育する

( 9 ) 

事が大切である O

凡ての雇主に其工場に於ける医街鵠問題を一々見へる様にするのは罷難

な事である、然し、余の信ずる処によれば、経済及保捷の立競点より彼及

び後の労識者を教育するのは実に工場寄生確立の第一歩であると思ふ、余

輩は使用人の安寧につきて誌何等の題味もなく又個人として何等の責歪を

も有し度くないと云ふ雇主を発見したとすれば、新の怒き人物には匙iこよ

って獲得さるべき利益を示し又入力の保持と云ふ事が経済上第一緊要の

問題であって、工業界の稼長としては注意深く考察しなければならぬので

ある事を了解させる事が出来るのである、若し然らざれば、斯かる怠護を

注捜して居る法律が直ちに此等の雇主に適用されたとすると、彼は彼の特

有事業につきて明確なる規定として居ない法律に逃げ道を発見するは容易

であろう、兎も角早晩雇主は今迄予想しなかった圧迫を感ずる様になる、
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機関誌 F安全第一JIこ掲載された蒲生後文の翻訳記事(二・完)

圧迫と云ふのは外ではない、他の工場又iま其外の処で衛生と云ふ事につい

て開けて来た捷用人によって境遇の改善を要求されることである O

建震災害より工場の救済

工業は設計中に何等衛生的原期を採吊してない建築物に於て始める事も

有り得る、新かる場合には此の工場を最高の寄生程度に高め出来るならば

各欠点を征服しゃうとするには顔ぷる心配な事である、然し:彼等は困難で

も建物色点が改正を要するのかを知る必要があり一度決定したならば同議

な状態には同一方法を学ばなければならぬ、所在の如伺を問はず同性質の

建物について辻同然な境遇があるのであるから、一つの工場に付ての保健

衛生方法は亦弛の同議な工場に利用して同様な効果を上げる事が出来ると

思ふ、蒸し斯くして予定の効果を収めるには極端に雇主に富と機略と発明

とを負担させる事になる、若し経済的にやるには安全技揮を雇ひ、仕事を

医務的指導者の下に量くべきである、其担任者は工場衛

C10J 

生に拡充分に経験を有しj比の特殊の工業をよく知り合って居る人でなけれ

ばなるぬ、面して表面的観察から入り込んで実擦問題の張本原因を探求し

得る人でなければならぬ、斯くして工場を健康災害から救済することが出

来たらば、後は此の当局に充分な権接を与へて薪かる状態の維持に協力す

べきである O

一般健康練習

大なる進歩発達を為したる工場のみが種々全画する処為って此事業を経

済的iこ行ふ事が出来ると考へたものもあったが北が間違である事が証明さ

れた、職工は小工場から大工場に移り大工場から小工場に移る、故に最も

孤立したる団体にても一般健康状態を，必要とするのである、又我が労識者

の状態が我が建軍の体格検査によって明かになった、即ち登録者の八割詰
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近畿大学法学第54巻第2号

体諮不完全であって、其れは重iこ工場労働に原菌して居る。

疾病負傷者の注意は容易iこ公衆の心を刺激するけれども、斯の如き開題

は工業軍に於ける男女工を疾窮iこ援らしめなと云ふ様な遥かに大なる事業

に対しては実に少さな事柄である、工場の成功したる衛生部は比仕事に関

連して如何に多数の男女王が擢病負傷し寵して如何に多数が回復したるや

を発表することに努力してはいけない、寧ろ知何に窪少む人が病気に擢る

かを示すことが出来る様にならなければいけない、葱に余輩は明言するこ

とか出来る、衛生部に就て聞こゆる処が少ければ少いほど其れが最も有効

に動いて居る事であると、新しく入社した人々は雇及び衛生部と協力して

高き鍵康標準を維持する様に教へ込まれなければならぬ、彼は問題の性質

を理解し、.út，こ相応する歩調を実現しなければならぬ、.útir~為めには教育

制度が必要であるG

余は今J比問題を論ずるに当りて照明、換気、食堂其他の細目につきて論

及することを止めた、余は余の見地よりして工場に於ける人的要素
メカニカルエレメント

(機械的要素にあらず〉強大にし度いと云ふ考から大体に於て

(11) 

j比問題を取扱うて見度い。

問題に対する根本語念

工場に於ける衛生を確立する為めに多数の労識者を供給する彼等家族の

境遇、労働者の状態等は少からざる考慮を要する事項であると思ふ、家族

は生活の必要品を供給され得ない為めに道徳的にも肉体的にも破壊される

事が有り得るのである、両親は共働ぎであるので家庭生活の結合を破り、

其間に或伊jによると厩と比較して一層劣る処の装飾と清潔さを有する禄な

処に生活して病気に対する抵抗力を減退させて居る者もあった、従って地

方の雇主は使黒人の能率の為めり行政的設備以上に其責任範酉を弘めなけ



接関誌 F安全第一』に掲載された藩生俊文の翻訳記事(二・完〉

ればなるまい、此は単に工業的おみならず実に人道上の問題である、我が

社会問題と工業問題と工業問題とは互に密接の関係があって、互に密接の

協畿をするのでなければ到底解決は出来ないので、ある O

人類に共通なる此の大入道の説明をなすべき機会が来たのである、集注

したる努力と勉強とが成功の計によって報ひられなかったと云ふ時は過去

に辻無かったが将来も有まい、国の大工業を通じて人々の身体及び家族よ

り其の哲学と実行とが流れ出づる人々は衛生保健と云ふ事が、予防の一オ

ンスは後悔のーポンドよりも可なりとする人々に取って無限の梧値の有る

ことを主張する、余は断言する、比辻決して余自身予言む真理に耽り又は

人と論争したい為にするのではない、其等の人の心の中に注入せんとする

処の訴へであって、此によって其同意者が人類む幸福の為めに為す処の勢

力、全国智識を刺激し我邦を害悪より救済せんとする訪禦の為めである、

斯くして我邦の偉大なる工業務将来を確めることが出来るのである O

各州各地共に衛生保健に関する有効なる法律は存在する、然し様々の工

業及び使用男女の種々の比例は其の適用に対して広汎なる裁量寂捨を要求

するのである。

(12) 

連合保健事業

工業衛生智識は急激に進歩したのである、語も各菌の法律は確定的標準

に到達し難かりしが故に、余は葱に各国連合公共保健事業が各国に活動し

精結合報告を受け、工業事業む細目を集輯し、各種勧告を為して連合立法

の基礎たらしめる事が必要であると患ふ、以上述べた事実集輯の外に、新

くの如き研究培地方的工業衛生の改善を指導する結果になるのである、新

かる毘体は無制限に研究する権利を有する外は何等の権力も無い、彼等は

不良状態を発見し其の解決方法を教へ責任者に行動着手の必要を説得する
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近畿大学法学第54巻第2号

のである、新かる団体は此を分派して工場の一群を分担させてもよい、役

等の能率は其得たる経験の数や椙接したる状態の変化に従って益々髄値を

増加するものである、此の方法に従へば必ず着々として各方面に経済的及

び工業的利益を与へるであろう、新くして一様の方法が富民を通じて有効

である事の確信を来すに至るのである、彼等は広く各国に於ける実行方法

を知る事が出来益々事業が改善進歩される、建物は滅失すべし、或工業は

滅亡すべし、されど我々の感化勢力は誠びないのである、諸君連合公共保

健事業が吾入の要求によって此の工業禽生の国民的標準事業に努力し得る

事を此に揚言するのである是れ連合の一紀元である、吾人をして進化の道

を取らしめなければならぬ。

余は吾人の利益は一致すると信ずる、市して此の事故及疾病に対する大

戦争に打ち勝つ時に始めて吾人の偉い処が顕はれるのであると信ずるので

あるO

(13) 

cr安全第一』第2巻第四号、 1918年10丹、所叡〕

織物工場に於ける衛生と換気

法学士蒲生俊文

吾入は八月号に於て禽生と云ふ事が安全第ーのーエレメントである事を

論じたのである。今此を特定の場合に応用して論歩を進めるの必要が有

るから、草に米国ボストン甫ロックウド、グリーン会社のダブルー、フ

レッド、ドルケ氏の講演を姦に抄訳して織物工場に於ける衛生と換気を

研究して見度いと忌ふ、元より論ずる処は織物工場に関して居るけれど

も換気の問題は敢て織物工場に誤らないが故に他の種類の工場と援も亦

葱に其の緊要なる参照を獲得し得る事を信じて疑はなL、。
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機関誌『安全第一』に掲載された蒲生俊文の翻訳記事〈二・完〉

工場に於ける衛生と換気とは我が工場労働者の鍵震と能率とに重大な

る関孫ある処で、あって社会の注意を引き付けたるは実に最近の事である O

i比事実に対する理由は云はば米国工業の発達に於ける特殊の要素即ち人

力の高価なることに存するのである、此邦に於ける入力及び機域的物理的

力との間の差異は実に驚くべきものである、面して現今まで支配者の重な

る問題及び利益は自然高価なる入力に代ゆるに廉倍なる自然力を用ゐんと

するに在った、処が現今凡ての工場は設備、機械的方法、購買熟練、材料

品の価格等に於て略毘ーの競争線迄近寄って居るのである、市して近き将

来iこ於ては競争に於ける勝

( 6 J 

利は労働能率によって決定せらるるに至るであろう、然らば支配者は先づ

入力発達と其勢力の保持に最善の方法を探し出さなければならぬ、面して

其結果として使用人の能率を支配する処の凡ての要素を精密に研究し始め

た謙な次第である O

使用人の縫康

匙等の要素の中二つの卓越した要素がある、部ち仕事を最善に為すべき

方法の教育と保健とのこつで、存る、捷用人の鍵康に影響する者iま実に工場

の状態であって、姦iこ論ぜんとする処法先此点iこ関係するので為る O

自身の経験及び観察に依って人の心身の能率は其の鍵震状態iこ大関保あ

る事を知って震る人は断えず其註拠を晃る事が出来る、ダラシなき状議、

怠漫なる周密は常に国境遇の人々を罰化して行く傾向があり、吾人の鍵震

は新鮮な空気の多い事、汚議及び刺撃物のなき事に大関係があり、且つ人

の清潔と云ふ事が非常に労傷者の気力に大影響あることを知る事が出来

るO

一般的に云へば労識者は其恒人的渚潔に関しては余り奇麗でないと患は
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れ、又中加減な清潔さで家庭の近傍の人と交はる事が出来れば充分な免許

であると思はれて居る、其上一般に労動者は普通の体裁とか礼犠とかの観

念に欠けて居ると見られる様であるG

此状態にして存するとすれば匙は教育む欠乏及び境遇の怒らしめる処で

ある、部ち不潔なる洗場暗く臭識なる便所、及び使用人の捷康、震科並び

iこ慰安等を全く顧みざる為めの結果である、ツマリ此等法支配者が彼等の

自尊及び人格の経済的価値を認識せず其の穆養の準情を為て

( 7 ) 

やらぬに基く結果である、職工には清潔な、明るき、空気の流通よき最新

式設舗ある便所を与へ有効なる掃詮番をして充分掃除を為さしめ又少くも

工場内にて札節の観念が行はれて来れば便所などは一般に使用者によりて

丁重にされ清潔に保たるる事を知ることが出来る。

工場内に便所を建設するに当りて必ず研究さるべき主要援念は護所の位

置、構造、其の数及び設嶺の種類である。

便所の位置

便所の註置に関しては二個の考察すべき点がある、第ーには職工の居る

処から余りに遠くに在る為めに待問を空費することのない議にする事であ

る、 iむま各工場に於て是非共考へなければならぬ問題であるが、此につい

ては法律的に相当な制課が出来て居るのである、例へば「マツサチユセッ

トJの定めによると最長窪離を三Oフィートとし、昇降撲による場合は此

の隈にあらずとしてある、「ニューヨルクjでは其覆所を捷足する工人の居

る処から上下に一階以上離れてiまいけない、成る可く同一轄にある事を誰

撰すると云ふ事になって居る。

第二む点は近代的思想の光りを放つもので、工場とは全然隔離されて建

てられなければならぬと云ふ事である、保健と云ふ見解から見れば顔ぷる

306 ( 59 ) 



接関誌 F安全第一』に掲載された藷生俊文の翻訳記事〈二・完〉

自明の事であるが、雇主の近視的行動が遂に別政府をして法律的に要求せ

しめるに至るとは実に残念な次第である。

勿論時とすると工場内に手洗場を作る方がよい事もあるが、一般には便

所内iこ作るのが適当らしい、更衣室があるならば其れに並んで手洗場を設

け便所を続ける方が有利である、 i比の場

C 8 J 

合には工場から便所へ直接に取付けなければならぬ、然らざれば工人は更

衣室でブラ討いて居る恐れがある、又便所に取付けて少くもーの手洗場を

必要とする、若し男女別に便所を作るならば一層経済的で‘豆つ梗利で、あ

り、出来る丈け多く入口の戸を分離するならば申分は無いのである、又入

口が童接工場から克えない議iこ仕切るならば工人の自重心の修養及び、全体

の道徳心の向上に対して明かに利益がある O

梗所の大きさは、勿論中の設備の数に従ふべきであるが、此場合にても

或升"こでは法津によって其最小限度を定めて居る処があち、又良好な労畿

の基礎を為すものである、「ニューヨルクjで誌少くも一便所につき九O立

法吹ある事を要し、「マサチユセツツ」では少くも-0平方吹及び八O立法

吹たるべき言を規定して居る。

壁及び床

理想的便所は勿論充分な光と新鮮な空気のある事を必要とする、此れ薄

潔なる寄生的の室としては第ーの必要条件である、勿論i比の壁や床は湿気

に感じない物費で作品れなければならぬi比は謹気を吸収して破壊し臭気を

発することを訪ぎ又定期的に水を以て流し出す為めである O

床は単に防水的であるばかちでなく、コンクリートとかアスフアルトと

かタイルの様なトップ、コーチングでやらなければいけない、又衛生的基
リーケーヂ

礎を作り壁の周囲に漏を防ぐ為めに少くも六インチは上に曲げなければ
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ならぬ、訪本式建築は一般に或社会には必要とせられ、木造間仕切の如き

も充分なる訪水性エナメルで塗られた時丈けはよいと云ふ援になって居

る、}Lて室

C 9 J 

の凡ての表面は沫でも白くエナメルで塗ることは第一清潔を保持する為め

に必要である、自くなって居れば自然此を不潔にすることを減じさせる事

になる O

便所には良好なる換気を行ふ為めに尽力しなければならぬ、充分なる窓

を有すれば其の窓を聞く事によって換気は通常行はれる、蒸しー殻の考で

は冬の空気や欝熱の天気iこは自然換気は行はれ難いと云ふ事になって居る

から矢張り人工換気法を行ふ方がよい、寒い時には通風管により、暑い時

にはファンによて行ふ事が出来る、最もよいのは各便所毎に通愚管を通

じ、室からの空気は設錆其者を通じて出すことにするのである、或処では

此方法を各工場便所毎に行って震る O

各工場に於て、大小とも、一人C便所掃除に付き絶対的責任あるものを

置き、常に其浩潔と云ふ事につき努力せしめ、若し使用者にして犯すもの

あらば此を了解せしめ又は所罰するものである O

設備の数

設置すべき設慌の数は其れ其れC状態によって異なること本よりである

が、一般のやり方及び州法によれば一定C規則が為る、先づ十五人の職工

に対して便所一悟と云ふ事iこなって居るのが通常である、「マサチユセツ

ツjは二十五人にー錦、「ニユヨルク」は小人数iこ対しては一個乃至十五

稿、二百人以上に対しては一個乃至三十摺と云ふ事になって居る、各州共

男子用便所の三分のー丈けは小護所を以て換ゆることを許して居る。

C10J 
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手洗場は仕事の不潔の程度に従って造らるべきである、普通の識物工場

としは二十人に対して一洗場で充分である、「マサチユセツツjの如き大織

物州が三十人iこ対して只一洗場を要すとなすは注意すべきである、然し人

の洗ふのを待たせて量くのは請潔を保つべき所訟ではな~'0 

飲用水具は充分になければならぬ、沢山に純粋な清水のあることは保鍵

上大窃な事となって患る、工場内に欽泉を設備する費用は実際職工の能率

増進によって補穫して余りあるのである或工場は室内に於て氷水を車で配

布することをやってる処もある O

見ての設備は皆其型と材料は寄生に適して居る事が必要である、従って

大便所及小便所の為めにエナメルを塗った鉄よりも陶器をょいとしてあ

る、或州では鶴子製品たるべしとなす処もある覆所は凡て形は簡単で表面

を滑かにして注水及び治毒に便ならしめなければならぬO

自尊及び清潔

洗場溝はー設に行はれたのであるけれども此は匡白くなL¥ツマリ一人

の不潔が漸々と次の人に移転するからである、盟iま此点で優って居るが恭

し匙によって水の無駄捷は免れない、溝に於けるよりもー麗各人C自尊と

清潔とを必要とするのである、場を供蛤することは清潔を保つ為めに必要

である、或工場では顔ぷる進歩鵠で水シャボン入れ及び紙夕ヲルを備付け

て居る処もある、優美な室は工場には必要で、無い、簡単賞朴なるを大切と

する、猶亦維持費は始めの設錆費よりも大切である O

玄iこ於て最も厄介なのはパイピングでるる、ドレーンパイプが関係あり

とすれば姦に三国が

、22ノ
唱

s
i

T
E
i
 

〆
''z、

ある、第一パイプが其の為めに余り少さい事、第二基本組識の材料及仕事

の不信、第三システムの悪い事である、パイプの大きさは用ゆべき設備む
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数によって寧ろ幾分大なるを要する、ドレーンパイプの中から糸巻を引き

出した事のある機械家はパイプは大きい方がよいと云ふて居る、基本組識

の材粍及び仕事の不舗は無援の菌難を引起すのである、認して各工場管理

者はパイピングシステムがうまくデザインされて居るか否かを詮視すべき

のみならず、最善の討料と仕事に対してむ外支払はしない事を主張しなけ

ればならないので常に其目的に向って充分な監視aを必要とするのである。

吾人が織物工場に於ける換気の問題を考察する時には問題を護雑に考へ

てはならぬ、只夫れ保護に直接立つ明かに有効なりや否やを知ればよいの

である O

換気の問題

物の分る人は人の保護と云ふ事が請潔新鮮なる空気の分量と大関係ある

事を知って居る、換気の問題は此空気が蹄に入る時と出る時とは別の物に

なって居ると云ふ事かふ起るのである、空気中酸素の含量は概算して見れ

ば二十パーセントから十六パーセントまで落下して炭素瓦斯はーパーセン

トの百分の西から呂パーセントまで増加して居る、即ち吾倍の増加であ

るO

蒸発する瓦斯が広布されると炭酸は董ちに室内の空気中に平均iこ分布さ

れてしまふ、止によって新鮮なる空気中に含む処の一万分の四の炭酸量に

増加を来すのである、新く呼吸によりて一万分の七を越えて来ると換気の

悪い影響が明になって来る、一万分の十になって来ると気分

C12J 

が悪るくなって頭痛が始まる、故に室内の炭鼓含有量は一万分の七を限度

としなければならぬ炭竣其者が此量に於ては其自身に有毒であるとは云へ

ないけれども、人の呼吸の結果として匙の瓦新の存在する事が、此と同時

に鍵棄を害すること甚しき他の瓦斯を発散する有機不純物の在る事を知る
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事が出来るのであるG

我々は平均年齢に於て其吸入する空気量及び呼吸によって起る空気の変

化を知るが故iこ室内に在る処各個人が一人一時間に新鮮なる空気の二千立

方択を有することを必要とし、其空気は一万分の四の炭酸を有し一万分の

七以上iこは超通させない事が大切であるのである。

法の要求
ふーと

若し各個人に二千立方吹の空擦を有するものとして凡ての窓戸を閉鎖す

るとすれば炭酸を危険点まで増加させるのに一時間を要するのである、寵

して若し窓戸が間放され空気の動揺が起るとすれば此の危険点iこ達する

に要する時間は其流入する空気の量によって定まるのである、若しも二千

立方択よりも少ない関誌、しか無いとすれば換気方法は特に其必要を生じて

来る、此事は夙に州法上の開題となり、「イリノイスj換気規程む内容は

其必要な場合の好個の基礎となり得るものであると信ずる。

此法律は酸素を消耗する好火を用ゐる場合に辻一人当少くも五百立方

吹、霊好を用ゐる場合には少くも二百五十立方吹たるべしとなって居る、

其上iこ若し一人当少くも二千立方唄の関擦を有し、少くも床の大きさの八

分のーの窓戸を有する室ならば特に人工的換気方法を用ゐるに

(13J 

ふーと

及ばずとなって居る、凡ての室が一人当二千立方吹以下の空隙であって前

に掲げた如き窓戸ある時は換気の為めiこ窓戸を開放し難き天候の場合には

一時間一人当千五百立方吹の新鮮なる空気を供給し得る人工換気法を行は

なければならぬ、窓戸の大きさが蔀掲八分のーよりも少なるときは一時題

一人当千八百立方唄の空気供給罵換気方法を執らなければならぬ、 i比の法

律は論理的又は合理的には見えないが匙法草に論ずべき要点でない、他の

升!殊に「才ハヨJIニユヨjレクj及び fマサチユセツツj等は各々其特色
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ある換気規程を有して罵る O

良く保護されたる織物職工

然らは織物工場の状態は如荷、紡護室では職工一人当床の五百乃至千平

方唄を占有して居る面して普通の高さで一人当五千から一万二千立方択の

間隙である、窓戸は少は十五分のーより大は六分のーに至るのが普通であ

る、平均は約十分のーである、議布工は前掲げた娃と床平面iま略国一で立

法喫は少し大きくなって居る、凡のて議事工場が良く窓戸を以て設備され

て居る訳でiまないが、鋸歯形天窓の頂上に在る換気壌が窓戸の代用を為し

て居る O

一捷用人占有間際の如何及び外気に対する窓戸の点では先づ換気は良好

の方で、一般的経験としては此の結論を可とする事が出来る、然し或工場

では或は此点iこ付いて顔ぷる貧弱な処が有り得るのであるからー工場に於

て果して可なりと云ひ得るや否やは本い閤充分に研究した後で無ければな

らぬ。

(14J 

湿度及び湿度

然し換気と云ふものは此れ一つで、之を問題にする訳には行かぬ、何とな

れば益度及び握度によって大に影響するからである、話して其関係は相互

に菌果の関誌が有ると共に之が又保健に重大関孫が在るのである、此関係

は空気の温度が高まると水蒸気を吸収し保有する能率が速に増加するに婦

因するのである、四十震の外気を室内に取入れて此を七十度に熱すれば比

較的乾燥して来る、地球上の最も乾燥した砂漠の空気よりも乾媒するので

ある、其結果として凡ての物から湿気を吸収するに至るのである。

人体は常に湿気を発散し乾;燥した空気は此を取り去るのである、此の蒸

発の為めに熱が必要であり、此は一部身体から取り去らるるから一種清諒
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の感覚を惹起するのである、設に、 l比場合には実擦の温度よりも涼気を覚

ゆるのである、此は暑い時には結構に見へるが実は其様でない、又寒い時

には明かに望ましくない、乾燥した空気は身体の刺撃及び苦痛を記し、猶

又塵挨殊に織緯費物が諜留し、明かに危換なる状態になる。

又湿気が余り多いと身体からむ岳然蒸発を妨げ、暑中蒸し暑く惑ずる如

き不快の惑に襲はれるのである、人体に最も適したる湿震は五五乃至七O

を以て可なりとするのである、温度六十五度湿度七O.l'~-セントなる時に

は乾燥し過ぎた空気の七十度又は七十五度の時よりも一層訣感を与へるの

である、経験によれば蝶料費の一割五分又は二議五分は温度を五O度より

六十五度に保ち、湿度を七Oパーセントに上ぐる事によって節約され、其

結果として使用人に快感を

(15J 

与へ健康を増進し仕事が一層良好に運ばれる事になるのである C

此短かし、論究は、一般に室内の温度を知るに寒震計のみを信頼するは不

適当である、否過りである事を示すものである、明かに温度と湿震とを度

外視して換気の適当なちゃ否やを考察するは不可龍の事であると云はなけ

ればならぬO

湿度と能率

最近の織物工場にては比較的湿度が製造の為めに人工的に略同一地点に

保たれて居るのである、故に此の湿度と関連して使用人に気分よかるべき

程度の温度を工場内に維持する事が必要である、換言すれば、余分の熱を

身体が発散するのを防ぐ為めに適当なる外熱を作る事が必要で‘ある O

通需には蟻物工場の換気は窓戸によって行はれるのである、然し実際に

は外気合流入が重ちに内部の空気の状態に大変化を来すが設に、注意深き

藍督者は兎角出来る丈け窓戸を鎖さんとするのである、其上自然換気は外
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部に震が吹いてる時に醸り、瀧足に行はるるもむである、寒い特には鼠は

排斥されるし、窓は鎖さるる事になる、暑い時には空気の運動が最も具合

のよい時には空気は静かである、敏捷なる監醤者は或は岳然換気を成功す

るかも知れぬが、然し最も条件が完全した場合のみに自然換気が凡ての適

当した換気及び製造に対する適当なる空気状態を来すことが出来るのであ

るO

換気問題を解決する最難事詰床に近き冷き空気の震の移動及び身体を包

む処の温き、湿気あ

(16J 

り汚損した処の直接空気の流に接せざる空気の移動である O

換気強行

勿論凡ての事情の下に空気を遥当に新しくし、循環させ、適当な状態iこ

置く唯一の鑓かに有効な方法は、洗はれ、熱せられ、謹気を含まされた新

鮮な空気を圧力を以て室内に推し込むに在る、余輩は自然換気は常に駄目

だと云ふのでは無い、余輩は或室内の標準的空気状態を維持するには其室

が関ぢられたるーの箱であって其内の空気の量も此に従ふものと考へなけ

ればならぬと云ふ自明む事実を持って来たに過ぎない、暖房換気につきて
プロワーシステム

の送題装置は多くの利益を有して居る、簡単に云へば、確実なる換気が全

く変化する気張状慈と離れて之を得る事が出来る、一体空気は其中に含む

凡てお塵壌を洗ひ去る事が出来る面して織物作業に必要なる湿度は此の援

房送愚器によって得る事が出来る、工場内で一様な暖房をなし且つ蒸汽の

ヂヨイント、ユニオンス、及びヴルブの修繕を少からしめるには放熱面の

数のー麗少ならんことを要する、空気が殆んど外部iこ撮れるばかりである

かち建物は外から風が吹き込むことがなくー援に暖め寄るのである、此装

置は外部の変動する気握と調節する議に取設が虫来る、夏期はヒーターの
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中を冷水を廻せば空気を冷やすことが出来る、又単にファンを廼すのみで

も大に蒸し暑き空気を救済することが出来る。

j詑装震には亦不利益主点もある、風の吹く日iこ窓を開放すれば此装置の

働きは無効になる事はある、然しj比は他の装置でも免れ得ない処である、

送風装量に対する大反対は最初に多額の

(17J 

費用を要することと、ファンを廼す為めと、外気を温める為めに要する動

力の費へであるが、此は一部は維持費の少ない事によって救済され、使用

人に取りては良好の労傷状態を与へ、雇主には職工の能率増進及び製作品

の良性と云ふ如き大和益によって大部分は救携し尽さるるのである O

実擦此の援られたる紙上に於て織物工場の適当なる寄生と換気を得るに

付きて出遇ふ処の問題の性質を援論し及び其一般的解決を与ふべき或物を

暗示する事以上に論歩を進めるは不可能の事である、各工場共に各自其自

身の問題であって、皆別々の方面から研究すべき筈のものであるが、然し

其工場に共通して必ず考慮せらるべき主要なる張本思想、は実に余輩が今葱

に論述せんと企てた処のものに外ならないと信ずるのである O

(18J 

cr安全第一J第2巻第11号、 1918年11月、所収〕

安全委員会の組織

法学士薄生俊文

安全委員会と称すべき組織が我邦工場に於てもボツポツ発生した事を開

いて大賀に堪へない、我が安全第ーが普く社会一殻に行はれて我が同麹を

悲惨なる災害から救済するのは遠くは有るまい、然かも猶安全委員会の組
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織について先輩の説を謂くの法蛇足で誌有るまいと思ふので葱iこコヰ氏の

著書より抜書して同志の参考に供するのである O

安全委員の組識

予拐し得べき事故を除去するのには職工教育と云ふ事が最も大切なる要

素であるから此事は第一着に討究して蔓はねばならぬ、教育は各会社に於

ける安全委員組織に依りて最も有効に漉す事が出来る全冨の製造会社鉄道

会社及鉱業会社は有効なる安全組織によりて平均して見ると砂くとも五O

%丈け事故C数を減じたと云ふ事を事実上証明して居るのみならず会社に

よりては七0%も事故数を減じたものさへもある、米冨に於ける代表的会

社の大多数は現に各自安全委員を有して居る、新る組織は事故の予防上非

常に役に立つのみならず職工の龍率を増進し豆一般的親善の徳を向上せし

むるものである、

安全組織を立派にやって行うと云ふには使用人に安全事業は神聖なるも

のであると云ふ事を感銘せしむることが何よりも第ーに必要である、又事

故を予防すると云ふことは凡ての使用人の為めでもあり又会社の為めでも

あるとL、ふことは感銘せしむること

(32) 

が必要である、重大な怪我を受けると壌人となりて将来懐ける力を非常に

減ずるものであると云ふことを使用人に明瞭に了解させねばならぬ、夫れ

から護用人iこ辻自分達が従事して居る仕事を有効に遂行する為めの教育費

は会社にとって莫大であると云ふことも了解さして置かねばならぬ、若し

使用人が重蕩を受けたり又は事故の為めに死亡したる場合には家族が蒙る

不幸及困難は灘り知れないものであるといふことを能く呂々使用人に注意

しておかなければなるぬ、安全事業には使用人が誠心誠意協力すると云ふ
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ことは絶対的に必要である O

大会社の多くは活動写真だの絵説き犠だの講話によりて其使用人に感興

を与へて居る詳し活動写真は小会社の使用人を教育し様と云ふには必ずし

も容易に得られるものではない、けれ共事故予防に関する絵説き話や講話

は実行することが出来るし、旦極めて有効である、夫れから又普通の規模

の会社では危険なる機械保安装童、不安なる場所及危険なる慣はし、及之

等を矯正するの方法を記載して居る「ブレチンJ(月報〉若くは丹青小諸

子を印崩する事が出来る月報には又興味ある安全記事及統計を掲載すべき

である之等の印崩物は滑稽談だの鼓言だの喜劇的絵画を甘く交ぜて使用人

の感興を惹起する様にするのがよい、新う云ふ恩iこ種々雑多並べて置くと

月報全部を各捷用人が読むと云ふことが一層確かである、それから凡ての

安全に関する献策は之れを提出したる使用人の名前を記して月報中に印刷

すべきである、大概の会社には自家用安全規期書があってそれを職工全体

へ分記して居る其短期書や危険警告信号や安全記事及通告の使用人が現に

使用して居る丈の数の国語で印崩すべきである。

其から掲示板も又錨笹がある、此等の揚示板は工場又は各科の入口に瀧

て置毎週上記の安全記事写真絵画等を之等掲示板に掲げ又会社が新規則を

採用せる持も又之に掲載する、安全第一と~，ふスローガン〈標語)を給料

袋の裏へ印刷してもよい、各選新しい

(33) 

スローガンが伝る思想、の多くは知らず識らずの内に自然に使用人の心に永

久に銘刻されるのである O

献策函を工場の各入口iこ設け以て使用人が状態及び能率の改善に関する

自己の意見を堂書きにして投込むことが出来る撲にして置くのもよい、議

工は至急に献策をする様に頼まなければならぬ、薪云ふ設確から多くの鑑

-317 ( 48 )一
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僅ある意見が得らるるものである、Jltの献策の仕事を系統的にやるのには

適当な雛形用紙を用ゐねばならぬ、之れに関してはイーストマンコダック

会社が下記様式を使用して居る、それは郵覧になれば昌然に判るのであ

るO

イーストマンコダック会社

献策用紙

本会社は作業状態を一層安全にし製造費を第減し高品の外観を改善し、

製造法を改良し旦つ工場の能率及ー殻状態を増進するに資する様な提言を

職工諸君から呈出さるることを歓迎する凡ての献策を明瞭に記述し説明す

る様に御注意おりたい若し意見を或機械へ適崩し鐸べき場合には機識の

番号と場所とを委しく御記載のこと、凡ての採用せられたる意克は価値が

あるからして其功績に従って行賞す。

工場総長

年月日

私儀謹荷左記の通り献策侯也

職工自署

姓 名 職工番号

イーストマンコーダツク会社

献策受領書

何之誰殿

耳目

何々に関する献策

第何号

科..・・.. . .. . .. . 

は調査の結果採用被致候に付ては賞金荷円貴殿む貸方iこ記入致置き侯爵出
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納掛より御請求の上鰐受取被

(34) 

下震此策言に対して御礼申上扶若し桓当の時日間に貴策を実行致さざる場

合には献震委員迄御通知煩度侯也

支配人

十
L

i

，mg
 
会ケノツ
書

〕
々
/
寸
一
額

[コン
受
マト
策
ス一
戴

イ

穀

丹日

何々に関する貴策第何号は下記理由により採用致難候

支配人

侍か適当な殊遇法若しくは童与制度を設け以て職工の感興と熱心の積神

を喚起し献策する様に刺載を与へなければならぬ、多くり会社は最価鐘あ

る献策をした職工に対して現金賞与を与らる、不安なる場所若しくは危険

なる作業にして安全課の注意を喚起したる場合には賞として少くともー弗

を与へる会社もある、又時計の鎖、葉巻煙草切り、パイプ、ピン、書籍其

外有益な物品を与へる会社もある、又安全第一とある金額を与へて上衣の

折諜へ付ける様にさせるで是等の釦誌会社が採用したる規尉の悉皆を議工

が了知するや否や其職工長の口頭試験を受けさせ之を通過すれば与へられ

る、そして会社使用の安全第一人名簿に記入される。

議工の安全委員会は殊に必要である、之等の委員会は各課に於ける数人

の職工を以て組織され事故予訪討議の為め毎丹会議を開くべきである、之

等の委員会の顔振れ辻三ヶ月日毎に変更すべきである、自分の上役を除い

て司療許りの会合に於ては職工とL、ふものは一層気楽に感ずるからであっ
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て自己の意見を遠慮、なく打明けて述べるのであるが、若し之に反して此会

合が工場長又は職工長の監督の下に聞かれたので、あったならば如何なる開

題に関しても自分の意見を主張すると云ふことを嫌ふ議になって来るだら

う、それから職工は稜等自身の安全検査役を選託することを許可するが宣

い、其託期は講一ヶ月

(35J 

とすべきである、で此検査役には毎週報告書の印刷したる様式を与へて置

いて記入せしめて安全課へ差出さしめ、検査役iまあらゆる不安なる場所若

くは保安装置なき機械の報告をなし旦又職工iこして不安な作業をやって居

る様のことあれば警告を与へるのである、会社によりては各室に籍の中へ

赤札を入れて量いて万一機械の急険にして保安装置なき部分若しくは不安

なる笛所が発見せらるるや否や赤札を一枚それに付ける会社もある、工場

の凡百の職工は之等赤札を付けても宜いといふ特権を与へらるべきで、其

赤札は不安なる状態が捺去せらるるに非れば取隷いてはならぬ。

職工長は職工の興味を喚起し職工に援助を与ふるに与って力あり、職工

長は安全組織を成功せしむるに於ては会社中最も有用な職であって若し職

工が自分の職工長は事故を真面白に予践し真面白こ保安装置及安全器具の

適当な用法を発表し旦つ不安な習慣を除去し様として居るといふことを詰

ずれば其職工は自分の職工長の希望を実行し様と欲するものである、此iま

各職工長の一度協同すると云ふことが必要である、熱心に自己予坊の仕事

を実施することを欲せざる人々は会社では使用しではならぬと云ふもの辻

聡明な職工長にして自己を予防することの希望を彼れ北れと非難するもの

はなL、。

各会社は各議工の心に事故予防に実際的利害関孫を有し居るもりは不安

な状態及危険なる習潰を除去するが為めに提言し旦飲酒せざるものは飲酒
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家よりも昇給上便宜あることを明瞭に惑銘しなければならぬc 危険なる習

慣を報告する職工を奨励せんが為めに会社は初めて其危険な習壌に関して

報告を受けたるものは一度丈けは議責を受けないと云ふことを凡ての識工

に確言して量かなければならぬO けれ共其の危険なる晋慣を絶えず繰返す

犠工は他の職工の安全及平和に対する韓害たるを以て直ちに解嬉しなけれ

ばならぬ。

職工に感興を起さしむる最も大切な方法の中のー

(36J 

は事故予訪採点板(スコアボールド)方法によることである。 rドツチ」

製造会社は北種の「スコアボールドjを用ひ非常の成功を収めた。スコア

ボールド操縦法及が用法上の経験は「ドツチj製造会社保険監督ダブリ

ユ一、エノレ、シャンドラ一氏に依って次の条項に与へられてある O

現今事故予訪 fスコアボーlしむの普偏したこと及世間一殻之に対して

熱狂的傾向を生じたのを見て「ドツチ」会社工場に於ける事故減少成功及

び真舗を充分に認めることが出来る。一九一二年に於ける其詔分以来数千

の手紙が舞込んで来て、そして其操縦に関して詳細を間合して来たが連も

公にする為めの種々の機関によりては間に合iまない位であった。

第一に「スコアボールドjは fドツチJ犠工の聞には極窮|れっこになっ

て居た、使用人も雇主も恰も冬期中将棋でもして居る持の様な親密な競争

心を以て其を同じ様に考へて居た、しなければならぬことになって居る、

此大なる平和の仕事にそんなに，思慮を与へなかった。

市し万国若しくは米冨野球団が世界的競争に察して有する様な熱狂的精

神若しくは大望ある販売人が高戦に際し協力尽産するが如く同様の靖神が

吾々の職工の生活上に入って来て遂には初めには科と科との毘の激しい競

争戦を演じ次ぎには各科中の個人間の競争戦となって誰れでも自分の分課
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の為めに百点を得れば其分譲に於ける個人的成功者を以てEされたのであ

るから若し自分の不注意若しくは迂題から自分の同療が罰を科せらるる様

な事をし出来したならばそう云ふ人は呪詰るるのである、今日「ドツチj

のスコーアボールドはレコード破りの「プーレー」や電力輸送設菊に譲ち

ざる散るべきものである拾度プツレイヤ機械が機械の進歩に於ける一里塚

である如く人間の能率に於ける模範的成功である O

中央安全委員会

中央安全委員会は次の役員より成立す郎ち議長と安全検査役秘書三人以

上の工場長職工長若しく

(37) 

は職工、尚委員会は毎月会合して工場に於る安全状態及能率を議し兼ねて

其月の自に受付けたる凡ての献策及提議を兼ねて具へ付けたる帳簿に記録

すべきものとす。

中央安全委員会の職責は次の如し、

l、凡ての安全事業の監督をすべきこと。

2、安全装置の標準の創設することG

3、規期及心得を編纂することO

4、議工の教育鵠キヤンペンを行ふこと。

5、献策箱を矯へ工場の内外に於ける安全状態、及び能率を改善せんが為

めに提議若しくは考案を書面にて投入することを奨励する為めに献策

箱を職工が嬬へることO

G 、掲示板を講へて安全記事挿絵言11令並に規則を掲載すべし。

7、救急手当設備を設備し豆保存すること。

安全検査役の職務

l、訪護装置の必要を検査すること。
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2、其防護装置が良好なる状態に於て持続せらるる様注意することO

3、安全装置が実擦居ゐられあることを検査すること。

4、不安なる状態を発見する様検査すること。

5、不安なる習墳を捜索検査すること。

S、非衛生的状態を捜索検査すること。

7、凡てむ防火器異を検すること。

8、秘書役として勤務し凡ての記録を書類に作り旦凡ての提議及献策を

受付くること。

9、見ての安全工事の詳細を監督することO

10、凡ての事故を調査すること。

11、兼て慌付けある様式により工場iこ於ける上記状慈に関する週検査及

週報をなすこと。

職工委員会は三人以上の職工により成り定期在命し在期を変更し旦つ毎

週会合を催すものにして下記の職責を有するものとす。

1、予て信付たる様式により各自耗に於ける設

(38J 

信及其霜囲の安全状態、に付て検査及報告をなすこと。

2、凡ての事故を調査して各場合iこ於て其再発予訪法を講ずること。

3、不安なる習讃を棄つる様仲間職工に警告を与ふること。

4、凡ての献策及提議を安全課に送るべきこと

議工長の職責は次の如し。

1、凡ての規則及心得を実行することO

2、凡ての事故を調査して報告すること O

3、自己部下職工殊に新入犠工に如何にして安全に旦つ有効に仕事をな

すべきかを教ゆること。
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ム部下職工む仕事上起り得べき並に職工の扇屈に起る危険に対して警

告すること。

5、凡ての不安なる習震を除去すること。

8、自己の科iこ於ける遅検査をなすこと及予て錆へ付けたる議式により

報告書を提出すべきこと。

7、自己の科に於ける凡ての予訪し得べき事故に対しては自ら責任あり

と思考することO

L 安全、衛生の平和及能率に関するあらゆる事項を討議せんが為めに

毎月会合を催すこと

ユーナイテツト、ステート、スティール、コルポレーシヨンの安全組織

に関する次の梗諜は一読の値あるべし。

安全組織の梗援

一、ユーナイテツト、スティーん、コルポレーシヨン安全委員会。

凡ての村属会社の事故掛長は一九一六年五足に事故予防法を討議せんが

為め招集せられたり付属会社は其仕事に適する特殊の人を選抜して安全事

業を実地に開始したり、安全委員会は一九O八年三月に組織されたり、ス

ティールコルポレーシヨンの一役員が議長震に付き飽の七人の会員が付属

会社を代表せり O

(39) 

月一回「ニユヨルクj若しくは工場若しくは積出のーに於て会合す。

一会社より来る検査役が他会社の作業を互に検査すると云ふ方法により

て検査を行ふ。

又親しく自ら勝手に検査をする O

凡ての重大なる事故を研究して再発予訪の提議を其事故の発生せる工場

を有せる会社のみならず凡ての他の会社にも提出す。
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安全装置に関して意見を陳述し旦其効用につきて提議をなす。

付属会社

安全委員会

二、中央安全委員会。

ステールコルポレーシヨン委員会創立後間もなく組織せられたり、工場

藤山若しくは鉄道部の各重要なる役員よりなるO

毎月会合犠責はスティールコルポレーシヨン安全委員会と略国ーなると

も各自其特殊の会社のみに関するの差あり O

インターミルの検査を行ふ。

三、工場安全委員会。

スティーノレコルポレーシヨンの委員会創立後謂もなく組織せられたり、

毎月若しくは毎週並に或る場合に於て誌毎日会合す、此工場の重要なる役

員よりなる。

工場の定期検査をなす。

職責は中央安全委員会と職責は略同様なれども其特殊φ工場に廃するの

みの差あり。

回、耗及特別委員会。

安全委員会鰐設後間もなく組識せられたり o

議工長主なる職工及熟練せる職工より成る。

必要に応じ毎週若しくは毎月会合す。

工場の定期検査をなす。

容殊問題の時間的研究をなす。

五、職工安全委員会。

安全委員会創立後直ちに組織せられたり。

(40J 
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大被工場全部より送りたる三人の会員よりなる。

会員法定期iこ変更し以て工場内の各人が相当の時期に於て委員会に尽す

ことを保せしむ。

毎月会合或は定会に於ては毎選。

工場若しくは科の定期検査をなす。

発生したる事故を調査し以て同様なる事故予訪する方法を提議す。

一九一二年簡に之等委員会に役員となりたるもの四六七八人。〈未完)

(41) 

(['安全第-j第2巻第12号、 1918年12月、所叙)

安全委員会の組議〈ニ)

法学士蒲生俊文

「ユーナイテツト・スティール・コルポレーシヨン」の衛生事業の組織。

衛生事業は安全事業と殆んど毘ーな方法に於て組織された、只異なるは

寄生委員会は付属会社々長連中より選抜し豆之れにユーナイテツトステ

ィールコルポレーシヨンの社員を一名会員として付加へたるに過ぎない。

此委員会は各付属会社む社長iこよりて指名されたる技術代表家より成れ

る小委員会による仕事を経営するので比構生事業に於てはユーナイテツト

スティールコルポレーシヨン以外の訓練されたる衛生技部及専門家を必要

に応じ矯入れ或場合に於ては彼等を付震会社の常矯とした。

総安全委員会の外に「ニユヨルクj中央線、東線、及西線に毎一つ宛分

科の安全委員会及工場安全委員会を設くること次の如し。

各分科に於ける工場安全委員会は会長として工場長分耗の役員及其の職

工よりなる O

ヤードマスター、フアイヤーマン、ブリツヂマン
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ロードコンダクタ一、ブレキマン、カーマン

ヤードコンダクタ一、エーヂ、ヱント、シグナルマン

エンヂンマン、トラールクマン、ショップマン

此工場に於ける安全委員会誌議長として工場長其伯の役員及

マシニスト アーレペヤラー

ボイラーメーカー ペインター

( 9 J 

ブラックスシス

等よりなるのである。

前期組織の自的はあらゆる負復を予防するに当り凡ての職工の一層多く

の注意と共同一致を得んとするのであって工場委員会の職員は却其各自の

支配範西に於ける負傷を調査し以て各自む権力内に於て可成再発予防の必

要たる方法を講じ又事故発生に与って力ある凡ての危険なる状慧及不適当

なる翌a震を調査して出来得る譲り矯正法を適用するにあるのである O

オリバー鉄鉱会社の安全組織の概要次の如しO

「地方支部

中央安全委員会-斗-総検査員

」ー総監督

クリーブランド、クリフス会社の安全委員会組織次の如し。

「一硬鉱石委員 「一各鉱山の安全委員会

中央安全委員 消訪瑳

軟鉱石委員 」ー救急瑳

救急班及消訪瑳は恰も出火若しくは事故が実諜起った如く屡実演を行ふ

事になって居る O

以上の会社よりも大きく鉱山会社の中には鉱夫に算術、幾何、初歩、英
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語、採掘法、採掘規期並に救急の仕事を教へる為めに学校を設け居るもの

もある此教育事業の結果は直iこ能率及安全を増進するのである事故予訪法

に於ける最近の発達は「イリノイスj製調会社の実施せるが如くにして其

組織は大見次の如し。

安全及衛生中央総委員会事故研究及予訪法案書建設及作業上の規則を編

纂すること、危険なる場所に対する訪禦法を講ずること、事故予訪に従事

せる識工を教育する計企を案出すること、工場の安全及毎

(10J 

生中央委員会、各工場実施結果及新計画を中央総委員会に報告すること。

安全及衛生替別委員会支部、点火、衛生、建設、持殊の危険、機械引上

げ等、中央総委員会若しくは中央工場委員会へ報告すること O

分科安全委員会、分科的努力の実施、工場中央委員会へ結果及許金の報

告すること。

安全検査入、私書、工場中央委員会、事故予訪努力、総主唱者、機械検

査事故人体負傷等に関して開催せる凡ての会合の議事録律成すること G

教青

規員日書、職工長の為に建設及作業の規尉を網羅し之れを英語及外国語の

みにて印刷すること。

職工の為めには作業規民のみを網羅し英語及外国語にて印崩すること。

安全小報 職工長は安全規則の試験に及第せざる可るず能率90%以上の

ものに対しては安全第-fボタンJを賞与として与ふ職工は又「ボタンJ

を得る為めに試験を受くることを歓迎したるが故に大多数は受験するに至

った、掲示薮、各工場の公道及各科に一つ若しくは夫れ以上設けがある、

事故予拐に対する職工の感興を喚起せんが為めに用ゐられたる材料は事故

の話とか事故の新聞切抜とか賞与を受けたる他の科を列挙せる表がある此
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材料は毎週取替ることになって居る、毎日の掲示、各科の事故記録を図解

を以てし、事故の起った絵談、職工が発明したる安全装置の写真、安全委

員会の写真、工場の利害関係の問題等であるc

門口及び道の側に於ける看板、外国語及英語で印刷した安全に関する教

劃を表して居る電飾之は定期に寂替へられる工場内講演者、外冨語に熟達

したる人が新入職工のあった鞍工長の延へ行って其職工長と共iこ協力して

新入犠工の職責及事故予防に関して一場の談話をする市て F安全第一Jと

云ふことに関する条項に於て其新入職工に話するりであるガン

(11) 

グセーフティーマン、各職工長は自分の職工の中より一人若しくは二人以

上を安全の見張人に在命する、本来の職務の外に此見張人は危険状態及噴

習を常に見張って居りて其事を職工長に報告する、此見張入には見張人記

章を与へるのである、各科に於る安全担当員、各科長の仕事は始経自分の

科のみの仕事に忙殺されて居るから彼誌自分の支配の下に於ける各人に関

して報告を得ることにして、部下の安全とL、ふ云ふことに関しては自分糞

任を負ふのである設は自分で作業状態は安全であること及危険なる慣習は

除去されあること及吉分の科に於ける人は皆安全及衛生規尉を了解し之れ

を導守し居ること及援又動力を制禦するスヰツチが閉鎖されてあるにあら

ざれば移繕はま台めない語て其諺籍には職工のロックと共に自分自身のロッ

クを用ゐると云ふことを自分自身確かめねばならぬ、旦器械運転開始前に

故障なく安全なりと云ふことを確かめねばならぬ其れから如何なることあ

りとも岳分の科を去るの際には岳分の代り入若くは其の長に断らねばな色

ぬ、あらゆる社事を監守しそれから万事が安全第一とL、ふ考へを以てなさ

れ居ることを見なければならぬ凡ての職工は科に於て仕事をするに当り科

主任に通知せねばならぬ科長の名前は掲示板に列挙して広く知らしめねば
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ならぬ、近所の事故は産ちに科の長に報告せねばならぬ長は又副工場長に

報告せねばならぬ。

各部安全係員及職工総会

安全会議所で開催、待問の損失を招ける見ての事故は読上げられそれか

ら職業上の無謀なるか会社の怠漫か若しくは職工の怠護なるかに関して分

析せられ此分析は又之等の標題の下で担当な分科に区分され、即検査の討

議にて発見されたる危換習慣及近隣の事故の報告、毎月会合各部む安全委

員会の監督の下に開催されたる会合、室言及議案は委員長に依りて指導を

受ける O

(12) 

賞与

安全第ーの思想を養ふ一方法である、若しある部が或る一ヶ月の閤事故

予防に関する要求を充たすことに於て成功したる場合に辻其部に於ける人

は誰れもかれも安全第ーの記章を受ける、其記章には会社の絵文字(マイ

グラム)及警句〈スローガン〉の安全第一が表はしであるものである O

衛生

事故予防には心理学上多大む関係がある、職工が働く事情は物質的であ

る、論快なる毘屈や適当な状態は善良にして注意深い職工の為め欠くべか

らざるものである O

工場各別に行ふ安全第一実行

学校に依て、活動写真館を借り一一市街電車会社は凡ての子供等に対し

て其活動写真を公告してくれる埠安全に関する活動写真や実体写真機等に

関するn展序書を配布し講話を行ふのである O

教会に於ける説教が安全に関する説教だったらば其日を安全日曜日と決

定すること。
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社交中心、労働クラブ、及クリスト教青年会によりて行ふ場合には家庭

学iこ於て学毅貧人の家庭にある様な篇単な道具を用ゐて居る模範台所語学

数学及機械学の学級国書室及読書室訪問看護婦体操及戸外遊戯指導者対運

動場花冨及薬圏一地所を真へ覆を具へ必要ならば見張人を具へ之に賞与頼

度を設けて居る、 -8丈を安全日として別に取り置くことにし、記章や運

動轄、特別の帽子や旗等を異へて遊山と安全に関する濯しをさせる様なこ

ともある O

以上を以て大体安全委員活動の一般を説明し得たと思ふ、只吾人の希望

する所は熱心なる安全第一家がi比短かL三説明の中から脊益なる培示を得て

之を百々の工場生活iこ応用して蔓いたいと云ふにある。

(13J 

or安全第一』第3巻第2号、 1919年 2月、所収〕
身体検査と仕事との関係

結言

法学士蒲生援文

従来各工場其他に於て使男人を採用するに当って多くは盲目的雇入をな

し、振りに身体検査をなすと難も大方は無意味なる形式的身棒検査を為

すものである。今葱に「マグナス、夕、ブワユ一、アレキサンダ-J氏の

簡易平明なる論説を得て葱iこ発表するは敢て工場当局者の反正を促し度

いからである。

健康を保つ為めに費されたる一円は治療

の為めに費やさるる二十円よりも尊し

使用人が今工場の入口を入らんとする時、老幼の別なく多年勤務したる

入を注目せよ、諸君は勿論彼等の才態を可なり能く知って居るのである、
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否少くとも諸君の職工長は之を知って居るのである O 話して諸君の有する

記録辻又彼等の強さと能力を説明して居る、然らばEに彼等の為す処の仕

事の量と性質とを知ることが出来る、黙し諸君は其多数の中に自分も又自

分の

-
e
j
 

噌
2
・ム

〆
?
i

、

職工長も気が付かなかったが漸次健康の衰へつつある長職工があることは

知って居るか、入口を這入って来る時には元気よく fオ早ウj と門番に話

し掛けた男が童ちに熟練職工の名簿か§除外されてしまう様な「ヘルニヤ」

を病むことがあるのを知って居るか、或鞍工の頭痛が便毛ちから起って居っ

て其れが遂に薬業させてしまう様な病気になることを知って居るか、或職

工の一眼が眼鏡を用ゐない為めに役に立たなくなって震るのを知って居る

か、起重機を操って居る或職工が心臓が弱い為めに柄を落としてしまう様

な状態を知って居るか。

雇主たるものは誰でも此等の事を知って使用人の健康と生命を保護し、

不健震が惹起す処の災害を防止しなければならぬ。若し椙当の年月間使男

して居た処の覆用人について此等の事を知ることが大切であるとしたなら

ば、未だ嘗て一回も見た事もない新しい人が採用されるとしたならば此等

の志願者の鍵蔑状態、について検査するのは一層大現ではないか、或る危険

なる身体上の欠点があって其の為めに前職業を失ふに至ったのかも知れな

いのである O

然し人を採用するときに健豪的外面の外に其内部に何が秘んで居るかを

知らずにやるのが普通である。強さうな人が烈しい仕事に雇はれ、活譲想

な入が急速な仕事に雇iまれ怜骨iさうな人が細かい注意を要する仕事に雇は

れ丈夫さうな人が男女共に特に忍耐を要する仕事に雇はれるので為る C 然

し顔付や様子で其入を判断するのは屡々過ちを来すものである、11:七方法で
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行くと強壮であるが痩せて骨張った人間は不採用になってしまう訳であ

る、多くの重大なる欠点が職工自身によりて荷等自覚されて居ないので、

雇主辻単に見たばかりや質問したばかりでは屡々

( 2 J 

此等の欠点を発見することが出来ない、此が現はれて来るまでには可或り

長い間教養に時間を費した後の事である、其れで雇主は使用人が重大な病

気になるか又は重大なる怪我でもして雇主が多額の賃金や賠償を仕払はな

ければならない破自にならなくては注意をしないことが常である、本人に

しても此の欠点を知るならば、自分がさき然避けなければならない職業を避

けることが出来又其欠点を治療することが出来るのであるG

新くの知き色々の考が土台となって以前よりも職工採用の擦に彼等の経

験や熟錬を調査すると同時に其身体上の適不適を調杢する必要を感ずる様

になったのである、各捷用人の身体上の適不適を知る為めの良方法が発達

し実行さるるに至ったのである。

今慈に述べんとする処の方法は数年題多数の各工場に於て実行され好成

績を挙げた処むものである、其の主要なる目的拡使用人の力を安全に充分

に利用し其弱点を保護してー麗破壊さるることを防ぎ、進んでは体力を増

加し、稼ぐ能力を増加し、寿命を延長させん為めに使用人の身体の強弱の

特徴を知悉するに在るのである。

葱に甚だ窪な疾蔚及び弱点は突然発展することがある、始まりは通雷極

めて徐々であって何人も其存在を知らない位である、時々各議工の身体上

の遥不適を検査するならば斯かる徴々たる発生を阜期に診断することが出

来るのである、然らざれば彼等は重惑に陥る迄で発見されずに震るのであ

る。

此方法は充分試験されたのである、其のー搬的価値に至つては聡明にも
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此方法を開始した入

C 3 ) 

が未だ嘗て此を廃止したものが無いのに見ても明かである。

然し乍ら合衆国に於てlま小数む雇主が此方法を尊重するばかりで多数の

人は矢張り信頼し難き外見に従て使用人を採用して居るのである、其れは

新議な方法は非常に費用の掛かる仕事であるか大工場に於てのみ利用さる

べきもむであると思ふ者と文は非常なる鍵康災害の有する工場とか特別の

体力や忍耐を要する工場のみに必要な方法であると思ふ者がある為であ

るO

i比等む考iま誤りである、実欝行はれた此方法は極めて簡単で費用の掛ら

ぬことであって又非常に有効なもむである、小工場の小数者に適用すべき

と共に大工場の多数者に~用すべき方法である、一般工場にて必要なると

共に多くの医的監視を必要とする危険工場にても必要である多くの男女の

適当したる仕事を定めることが出来るのである、其は労観者の鍵震力の最

後の残部に対する失費多き救急手当で誌なくして彼の鍵農を維持し増進し

而して彼が破壊され不生産的になる以前其初頭iこ当りて彼の生命を防衛す

る処の建設的経覆である O

比方法が廻転の中心となる有力なる要素は身捧検査である、雇入れる持

の十分寵の検査と其後毎年一自の検査は以て災害の危換を免れしめ苦痛と

怠惰の数月を除却し言目や死の災足すらも訪止することが出来るのであ

るO

長体検査はどむ雇主iこも出来ることである、小数者を捨き雇主は検査毎

に手数料を支払ふか又は毎月手当を出して其地方の医師を雇ひて身体検査

を行ふが利益であることを知るのである、或は数人の小雇主が連合して一

人の医師を雇ひ各自の捷用人の為めに持関を分けさせるの
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(4 ) 

がよいこともある、然し工場の大さが適当ならば一人の専門医を雇ふて

全時間を費させるがよいのである、若し其れ程充分に医療的社事が無いな

らば其れと関連した地の仕事をさせてもよろしいのである O

工場で為す処の身体検査は極めて寵単な控費のものであって決して生合

保険会社が要求する様な精密な費沼の掛かる検査ではないのである O 通例

工場医によりて行はれる処の方法は次に掲げてある延の記録「カード」に

よって知ることが出来る、此形式が多くのoc事経験を有し又は数十万の職
工の検査を試みた処の多くの医師団によって京認さるる処のもむである O

項目は「カードJむ上に並記されて居て書き込む手数を除いてある、此

の為めと後日の研究の為めに「カードJは上から下へ毘様の顕序に書いて

ある、照合(テエツク)の記しは普通の場合に之を用ゆ、欠点よりは一二

語を記入するので為る、若し猶深く突込んで行くには裏面に記すか文は

「ゴムJ印を押捺した解部図に記して付すことにするのである、然しj比は

余り必要ではな ~'o 実欝は鑑定記入の場合の外は単に照合(チェック〉の

記録によって差支なきを示し、只歯牙の悪しきもの丈けは特に記録を要す

ることになって居る O

普通の入の検査は一般に十分以内で出来るのである、若し検査二三分議

に別室で着物を脱がせることが出来るならば其の為めに待たなければなら

ぬ多くの時題を倹約することが出来る。

検査を始める前に豆障に其仕事を報告しなければならぬ、もし就職志頼

者ならば其為さんとする仕事を述べなければならぬ、然らば亙師は其仕事

との関係を充分に調査することが出来る

( 5 ) 
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のであるG

此方法は実際検査上に大関係のある処である、今葱に例を上げて見れ

ば、ある志頼者が有って機械工として地位を得度いと思って居まする、此

の志頼者は検査を受ける為めに検査室に入り先づ体重を計量する為めに計

量器の上iこ乗るのである、亙蹄が氏名、年齢、体重及寿長等を書き留める

間に亙障り心中に起って来る問題は此人が果して仕事に適するや否やであ

る、此場合の仕事を為す入は可成り重い部分を取扱ひうるに是れ丈けの強

壮活議を要し、良好なる視力、聴力及び他の要点に於ては正常なることを

必要とするのである。

医師は「ウエルスJ氏表を志願者に読ませる、先づ通常の距離で小さな

印嬬を一課づ、つ代る代る読ませる、又「スネルレンj長表によって二十
ふひーと

吹の距離に於て彼の視力距離を試験するのである、其処で医師は彼の視

野を検査し疾病の有無を調べるのである、 fお前が工具製造工になる希望

なれば、多くの細密な仕事をするのであるからもっと議重に援の検査をし

なければならぬj と亙者は云ふのである。

労役者の振は余り注意を要しない、火夫や「アーク、ウエルダ-J，ま非

常な熱と輝光に接しなければならぬから特に援の検査を必要とするのであ

る、色盲は時に必要な要素とえEるのである起重機係や接関手は遠方から判

然と見る能力を必要とするから此は災害予訪の為めに充分検査しなければ

ならぬ。

( 7 J 
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無教育者の娘の検査には「スネルレンス」尉表が用ゐらる、此にiま或文

字が色々の位置に量かれて有る、志願者誌指又は対照表によって其文字の

種類と地泣とを指さなければならぬ。
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此医師の言によれば Fよく私は通常の労働に必要な握力をも有しないも

のがあるのを見た、 j辻等は其仕事を為すに適当にする為め、其視力を節約

して視神経の疲労より頭癌を来すことがない為めに眼鏡を用ゐなければな

らぬ、屡々充分なる規方を有すと思ひ屠る者iこー限は全然盲自か又は不完

全な者を発見することがある、工場で視力試験と云ふことが通例となって

居るな

( 8 J 

らばi比等のものも初めに検査を受けて、現在に於ては力を失って居る践を

救済することが出来るのであろう、又 Fトラホームj患者を見ることも為

る、此を発見したならば其恐るべき病の伝染を訪ぐ為めに相当む処置を執

らなければならぬJ

医師は次に「インゲルゾノレ」時計を志願者の耳か§謹々の距離に離して

其志願者の聴力試験をやるのである、 i比試験は安全の立場から大切であ

る、聴力不充分なるか又は聾者は機械の周囲に於て又は機械の作業に従事

することが出来ないので、ある、此の欠点は自己又は地人の傷害を惹起し易

いのである O

塁師は志嬢者の耳、舌、鼻及び咽喉、疾病の有無、鰐へば扇挑腺炎其他

崎形等を検査するのである、匙等につきて何等設揮が無れば直iこ「カー刊

に記して置く o

詣牙の検査は志願者が考へるよちも充分に検査をするのである、医師の

説明によれば f比較的小数者の外は悪い歯が重大なる疾病の養成者である

ことを知らないのである、一人の歯科医の検査したのみでも19.177入の職

工中18.170入は悪い歯の所有者で‘あった。

大なる危険は悪い蓄を有する人は食物を充分担鴎することが出来ないと

云事実に存するのである、此が為めに不消化となり其結果として其入の心

- 339 ( 26 ) 
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身の力を殺ぎ其人をして遅鈍無能にさせてしまうむである、 J詑よりも悪い

のは徹菌が腐敗した歯牙より虫液中に侵入し其処に膿を持つに至り徴菌は

益々増加して蹄臓に心臓に侵入し重大なる疾病を生ずるに至るのである、

或は関節を襲撃して「リウマチスjを惹起することもある、虫蓄のある人

は又一較に傷の毘癒に手間が取

( 9 J 

れるもむである、市して虫歯は予拐し鐸べきものであって旦つ号に腐節し

たるものは之を説き去るか又誌諺理することができる、

志願者は歯磨楊子を余ち用ゐないで歯科涯の掃除を頼んだ事も無Lゆユらi辻

の医師の言に強く感ぜしめられ、近来大iこ悩で居る r1)ウマチス」の激痛

を思ひ出し又詞故自分が不消化に悩んで居るかを考へる。其処で医師は填

充しなければならぬ歯の潟の位量を「カーむの上に記し旦つ歯楊子と歯

磨粉を翼ひ旦つ毒牙を諺理を速かに行ふことを督促させる O

医師は又何故に胸部を検査するやと云ふことを説明する、若し自己が胸

部が弱いことを知らないとすると其憧で或る間切った室で塵壊多き仕事に

従事し易いのである、新かる場合には何故に外気中の飽の仕事を探さなけ

ればならぬかを説明し又運動によって其体力を建設せんことを試みさせ

る、若し臨時検査の結果諦臓が弱いことを知ったならば一層精密に検査を

なし結核による破壊を訪止しなければならぬ、其様な入試外気中の仕事に

廻はし其食事や運動や休息に関して善良な習慣を作らしめなければなら

ぬ、巳iこ結核になった以上は其長染を防止するのが又医師の義務である O

「若し心臓の弱い人又は神経の弱い入が居って非常に激しい仕事に従事

するならば直に混乱されてしまう、激しく昂奮すれば其れ丈けで彼の力を

殺いでしまう為誌に自身の安全を害し他人を傷害する危険がある、然し斯

様な人iこ取って適した都合のよい仕事もある、故に斯援な人は静な職業に
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っかしめて、如何に其弱点を回復するか又は悪くなることを避けうるかを

見て居る

(10) 

のである、然し君が此の胸部や心臓や肺臓が悪いと云ふりではない、其れ

は正需である O

腹部の検査するときには医詩は特に其部iこ特有なる痛気の教侯を診察す

るのである、且つ特別立〉注意を以て「ヘルニア」を診察する此は多くの人

にある処の弱点である、然し多くの人は非常に重大症なるか又は医師が指

摘する迄は気が付かずに居るのである、或工場にて百人中七人は軽症の

「へんニア」患者で為った、匙患者は気力を失ひ且つ重き荷物を挙げ又詰激

しく咳をするときは生命を怯やかすことがある、もし北疾患があるならば

脱腸搾へ器なしに仕事についてはならぬ、又は再び仕事に差支なくなる様

な簡単な作業後迄仕事についてはならぬ、然し説腸して居ないことを発見

するには只~rセコンドj を要するに退ぎないのであるO

志頼者は其足を自慢して居た、六号靴を穿いて居て耕抵も豆も出来な

い、然し自分が医者から片輪であることを云はれたならば驚くであらう、

其れは土踏まずが落ちて居るので後がくたびれた感じの主要原国は此れで

ある、然し之をなほすのは訳誌なL¥もし適当な土踏まずささへ器を童い

て用ゐるならば気分がよくしっかりとなることに驚くであらう、薪くすれ

ば漸次土ふまずが正需に回復するのである、足の為めに正しき支持しなけ

れば足も君を支持しないであらう O

志頼者は医師と精確に九分関居たが何を自分について得たのであるか、

自分が自分の仕事に適することを知ったのは大なる白寿である、以前何も

知らずに医師の診察もなしに言自的にやった哀れきを考へた、彼は仕事を

得ることが鑓になったことを確信した、其れが事実雇はれて
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も雇はれなくても足と詣は注意しゃうと決心した。

j比志頼者とほぼ同様に医師は多くの入を毎週診査した、医師は仕事をす

る為めに関係のある身体の各部につきて検査をした、各人の皮膚の様子、

心身の慈度、脊柱や其他の状態、を見れば熟練なる室蘭ならば善悪がよく分

るのであるかる此をよく注意することにする O

或工業のみに共通なる労働状態につきでは他の工業については欝合に簡

単にしても此工業につきでは特に厳重な検査をしなければならぬ、例へは、

食料品取扱者に対しては特に屡々彼等の習壌や身廻りが清課なりや否や又

伝染性疾患なりや否やを検査しなければならぬ、油類や薬品を取扱ふもの

に対しては特に薪かる材料が皮膚、隈及び肺臓に対する影響に対抗し得る

能力あるや否やを知ることが必要である、或者は轄に亙療的監視を必要と

するものもあり、又は外気中に労撮する為めに余り監視を必要としないも

のもある、試験「カーむにつきでは凡てのー穀的必要事項を記録し或場

合にはもっと微細な又誌もっと需単な検査に対しても記録をする O

医障の作った「カードJが身体上の立場から人を雇はんとする人又は検

査済の人を雇ふ人に判断の土舎となる、又或入が再び検査を受くる場合iこ

は比較心材料となる、然し志顧者の採用不採用を決定するのは医師の仕事

ではなL¥只或仕事に対する適不適を診断するに止まるのである、採否を

決するむは人事課の社事である、然らざれば医師お仕事にも人事課の権限

にも不溝足の結果が出来てくるのである O

凡ての階殺の使用人に対して身捧按査を行ふことが望ましいことであ

る、其の適用範茜に制限することは正しい経営でない、犠工が舗{直あり韓

明なるものであれば被が其健康と能率を破

(12J 



接関誌 F安全第一』に掲載された藷生俊文の翻訳記事(二・完〉

壊するならばますます彼の雇主彼の家族及彼自去に取って大なる損失であ

る、職工の程度が低ければ低いほど穿体検査による健康監福を必要とする

のである、只極めて短期間従事してる使用人に対しては除外してもよ~ ¥0 

最初一回の検査が永久の保護にはならない、其後に鍵震を損ずる場合が

生じて来ること明である、故に凡ての使用入試時々再検査を受けなければ

ならぬ、通常は六ヶ月iこ一回である、鍵康を損じ易い状態、の社事に従事し

て居るものに対して誌もっと頻繁に換査することが必要である、椀へて見

れば鞍類、焔熱、寒熱等より悪影響を受けて蔚気になるものも多い、又或

は斯様な状態の下に働いて居る時に皮賓の刺撃又は其地の病気を惹起する

特別の欠陥を有するものある、葉かることを予見することは先づ不可能で

ある、屡々検査するは病深く膏言に入るに先って之を処理することが出来

るO

使用人を屡々検査すること及び職工が医師が各自の健康を監援する為め

に委託せられて居ることを知ると云ふ単なる事実が職工が具合の悪いとき

にすぐに医師の診察を受けに来させることになる、此の多少とも継続する

処の底部の力が使用人の疾病を減じ、彼等の健震と勢力を建設し、依て以

て彼等の能率及び価檀を増加するのである、医師は急いで使用人を取扱ふ

がよい医療的救助が必要な場合には直に其必要なことを捷用人に教へ適当

なる塁療を受けさせなければならぬ、市して使黒人を取扱ふ処の歪師又は

専門家と出来る丈け共力する必要がある、一方には又使用人が勤続中受け

たる会傷を療治するの拭精確に検査医又は工場医の義務である、寵して此

は自分又は熟練したる看護婦又は素人に行はせなければならぬ。

又医師がうまく使用人の身体が或仕事に適して居るか否やを知る為めに

常に工場の状態、を知

C13J 
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悉することを必要とするのである、新くの如き方法によりて工場の必要を

よく知ることが彼が工場禽生を高めるにつきて必要なる力を得るのであ

るO

使用人雇入の古い方法では捷罵主は使用人の身体が仕事に適するや否や

を知己ないで居るのである。此は盲目的傭入である、此の新しき方法によ

れば誌明を以て傭入れられるのである G

i止の職工の仕事に対する身体の適否を計るは、人道上よりするも冷やか

なる金銭上の拷題とするも凡て関係者に大利益がある、 i比に依りて職工の

身体的慰安を増加し永い期間一屠繁栄なる勤務をなし彼の fポケットJ，こ

金を入れ而して彼の家庭及び社会状態、の改善をなすのである G

又其名声は特に雇主に取って考慮、すべき億笹がある、彼の使用人の増加

したる幸福と満足は後の仕事力に作り、彼等は一層しっかりした充実した

る仕事に生産力を増加し工場の円滑なる運転をなさしめるのである、又事

故を減少させることが其に伴ふ処の諸経費と共に賠償責任の軽減したるの

であるo

若し身体検査をやるならば其の為めに身体適否の原期を応用される為め

に遂には其点に於て不足なものは工業界外に追ひ出されてしまうことにな

るだろうと云ふ悲を抱くものもあった、大した事で、はないと云ふのは今迄

の記録によると身体的欠点の為めに工業界から追はれたものは幾らも無い

のである、市して自己お安全又は共働者の安全を侵す様な身体の状態であ

るならば其人を工業界外に出す方がよいと云ふことに一致して岩る、又記

録によれば其欠点を指摘し保護する為めに幾万の欠点者が一体ならば早晩

仕事を中止しなければならぬ様な工場に於て安全に仕事をすることが出来

る、時ち職工む身体的適不適を検査すること辻一般には工業界に向ふ入を

閉め出すに非ずして救済するに在るのである G

(14J 
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